
学校番号 5 学校名

評価項目 評価

組織の連携 A

B

B

B

B

地域との連携を充
実させたキャリア

教育の推進
B

指導体制の充実 A

科目選択に対する
支援の充実 B

B

B

B

B

A

クラブ活動の充実 B

図書館運営の充実 A

健康で働きやすい
学校づくり B

視聴覚運営の充実 B

資源のリサイクル
化の推進 B

同窓会の充実 A

積極的なＰＴＡ活
動の推進 A

・進路および探究学習の支援となる適切な資料の収集をすすめられた。

・例年行っているクラブ説明会などは行ったが、それ以上の新しい取り組みはなかった。

・少しずつではあるが、コロナ禍における校外行事も増えてきた。南宮中学校との合同郊外清掃も実
施することができた。

・文化祭を中心に、生徒達が主体的に活動をすることができている。限定公開の中に地元中学３年生を招待できた
のもその成果の一つである。

教務

キャリア教育

生徒支援

生
徒
会

図書・保健

・PTA作業、PTA交通指導等、協力して実施できた。学年PTAも積極的に感染症対策を徹底しながら開催
できた。

・感染症対策を徹底して各種役員会と総会を実施することができた。クラブ活動および団体活動への
支援も実施できた。

・日頃の分別の徹底と資源ごみの回収はできたが文化祭の資源ごみの回収がうまくできなかった。

・文化祭や、クラスマッチなどでの放送業務については、生徒会係職員や生徒と協力し円滑な運営が
できた。

・コロナウイルス関係も含め、毎朝の生徒の健康チェックをはじめ校内消毒等常時実践につとめた。

視聴覚・
環境整備

同窓会・
PTA

生徒会活動の支援

・生徒の進路希望に応じられることを確保しつつ、複雑化した選択モデルパターンの見直しができ
た。
・配置表の見直しは不十分であり、生徒のより良い科目選択に向けて今後の課題となっている。

生徒支援の充実

・身だしなみについては、朝の立ち番指導や学期ごとの身だしなみ指導により、落ち着いた状態に
なっている。しかし、授業内でスマートフォンを使用することがあるため、携帯マナーについては
ルーズな生徒がいる。

・担任と情報共有をし、生徒・保護者からの相談に迅速に対応することができた。

・社会情勢にかんがみ18歳成人に伴う消費者教育を２．３年生で実施。人権に関連する映画を１，３
年生で実施し生徒に好評だった。人権尊重する土壌を引き続き涵養していきたい。

学力の向上

・生徒一人ひとりが基礎学力を定着できるように取り組んでいる（基礎力診断テスト等）
・主体的・探求的な学びの授業に向けＩＣＴ機器が導入され、多くの教科で活用している。

・進路実現のため放課後、長期休業、保護者懇談会午後に、学力補充のための補習に取り組んでい
る。

・新型コロナウイルスの影響でインターンシップを行うことはできなかったが、それに代わるものと
して、進路ガイダンス、企業ガイダンス、外部講師によるキャリア教育を実施した。

・全職員が一丸となって、作文・小論文指導や面接対策指導を行い、生徒一人ひとりに応じた取組を
行うことができた。

企画・推進

・学年、係、委員会の枠組みにとらわれず、より良い科目選択に向けてこれまでの方法を見直し、改
善を図ることができた。
・探究的な学習を推進していくために、各部署と連携を図りながら「産業社会と人間」と「総合的な
探究の時間」を中心に、内容の改善に取り組むことができた。

情報の共有･発信

・コロナ禍にあって、感染防止を念頭においた学校活動および家庭での日常生活が送れるよう注意喚
起を中心にオクレンジャーを利用しながら情報発信の充実が図れた。

・本校HP等の充実を図り、随時情報発信し公開授業および学校開放、体験入学等各中学への参加誘致
に努めた。日常の学校活動の様子も地域にむけた情報公開ができた。

　　　　　①　信州の総合学科高校としてのあり方を再検討し、地域との連携を充実させたキャリア教育体制を更に強化する
　　　　　②　主体的・探究的な学びをとおして、生徒一人ひとりが目的意識を持ち、校内外の学習活動に取り組めるよう支援する
　　　　　③　基本的生活習慣を向上させ、安全安心な環境を維持し、いじめを許さない人権教育を推進する

２  評価項目・評価の観点

対象 成果と課題

今年度の重点目標

長野県中野立志館高等学校

令和４年度　長野県中野立志館高等学校　全日制　学校評価

１　学校教育目標・重点目標

学校教育目標

　豊かな心と広い視野、創造的な姿勢を持ち、主体的に社会貢献できる、心身ともにたくましい人間を育てるために、以下の３点を目指した教育を推進する
　　１　自らの生き方を考えるとともに、思いやりの心と社会規範意識を持ち、時代の変化に対応できる柔軟かつ能動的で個性豊かな人間性の醸成
　　２　自分の興味や適性を認識し、将来の主体的な職業選択の実現に向けて着実に努力していく能力・学力を持つ生徒の育成
　　３　地域の自然や歴史・伝統を理解し、地域の産業や文化の発展に寄与するとともに、広く世界に目を向け、社会の発展に創造的に貢献できる生徒の
　　　　育成


